
足立区大谷田ホーム 地域連携推進会議録

令和7年9月8日 ■開催場所 足立区大谷田ホーム

２．施設での活動について

社会福祉法人あいのわ福祉会

・利用定員、現員、主たる障害、障害の特徴について

　定員5名中現員は4名。身体障害の方対象。

・職員の人員配置について

　管理者、サービス管理責任者、世話人、調理師、看護師、事務員を配置。

・外部サービス利用型事業の特徴について

　家事援助や食事提供等は職員が支援。身体介護は施設が契約したヘルパー事業者が支援。

・足立区大谷田ホーム利用に係る費用について

　家賃、食事代、日用品費、水光熱費等について説明。

・足立区大谷田ホームの設備について（施設見学含む）

　居室や教養娯楽室、トイレや浴室等の説明と見学。

　②利用者の日常生活の様子について（利用者の方より発言）

・仕事がある日の1日の過ごし方

6時起床、7時朝食、8時出勤。17時帰宅し、18時入浴、19時夕食、22時過ぎに就寝。

自室ではゲームや動画視聴などして過ごしている。

・ホームでの生活について

皆さん優しく、困っていることはない。自分でできることは自分で行い、手伝ってほしいこ

とがあれば自分からお願いしています。

・ホームのイベント（食事会、外出など）について

楽しく参加しています。

１．足立区大谷田ホームの概要について

■開催日時

■会議参加者

■議題

利用者代表１名、ご家族代表１名、地域の関係者の方１名、

福祉に知見のある方2名、足立区障がい福祉課職員１名、

足立区大谷田ホーム管理者、サービス管理責任者　各1名

・食事提供、家事援助（掃除、洗濯など）、金銭管理、健康管理、イベントについて

　食事は1日3食提供可。家事援助、金銭管理は個人の希望にあわせて実施。

　健康管理は日々のバイタル確認。必要に応じて通院同行。

　イベントは年に4回ほど実施。食事会や外出活動が中心。

・1日の流れについて

　6時館内点灯、7時朝食、12時昼食、18時～21時入浴、夕食、22時消灯。

・地域との関りについて

　地域自治会に加入。同建物の足立区大谷田就労支援センターと協働しながら、地域の

　イベントのお手伝いに参加。今後は地域の防災訓練にも参加していきたい。

　①施設のサービス等について
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・災害時の対応について

　昔は地域の人と施設の方で防災訓練を行ったこともあるが、本日防災用品も見させて

　もらい、今は施設でもしっかりと取り組めているので心配ないと感じた。

　昔は利用者の方は施設に住んで仕事をしていたので、顔を覚えることもできていた。

　今は違うのですか。

　⇒法律が変わったことにより、日中活動の場と生活の場を分けなくてはいけなくなり、

　　現状の通り、住んでいる人と働きに来る方と分かれるようになりました。

・職員配置について

　世話人の人数も多いので雇用管理、業務管理も大変だと感じました。

　⇒宿直体制を取っていることで現状の職員配置となっています。業務関連の周知は

　　業務の単純化を図り、マニュアルを整備して周知しています。

４．意見交換

　③施設の運営状況（日用生活品費・食材費等含む）

毎年外部機関による利用者満足度調査を実施。

職員の接遇態度や施設内の整理整頓等について調査をしており、いずれも100％の良い回答を

目指して施設運営に取り組んでいく。

　・事故について

・本年度事故数0件。前年度5件。

・傾向として、居室内での転倒、入浴時の浴槽のお湯張り忘れなどが多い。

・消防計画に則り避難訓練、消火器訓練の実施。

・水害時には外部への避難が難しい為建物上階へ垂直避難。

・施設BCPの読み合わせ研修や備蓄品、備品の整備の実施。

・毎年足立区大谷田グループホーム様と合同の夜間想定訓練を実施。

３．利用者の権利擁護について

　・虐待防止に関する取り組み、事故について（虐待防止等の取り組みも含む）

・全職員対象の法人虐待防止マニュアルの読み合わせを毎年実施。

・詠み合わせ後に利用者支援についてディスカッション実施。職員の悩み解消の取り組み。

・職員による虐待防止チェックリストの実施。

　・利用者調査結果報告

■議題

　④災害時の対応について

日用品費、食材費については年度末に係った費用について計算を行い、清算金が発生した際

には利用者の方に返還を行っている。

米の価格高騰により前年度、本年度と食材費の値上げを実施。
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■議題

　・入居希望があった際、足立区大谷田ホームは何を基準に選ばれていると思いますか。

　⇒当グループホームは他のグループホームに比べると、自分のことは自分で決める

　　こともでき、自由度が高いことが選ばれる理由だと考えています。

　　また、施設の設備的な面として、EV設置や居室や廊下の広さなど、他のグループ

　　ホームと比べると広いこともあげられます。

　　一方、外部サービス利用型では職員が身体介護ができないことから、予定している

　　部分しかヘルパーによる介助が受けられないという不便さもあります。
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